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日銀当座預金残高は、週初397兆2,900億円から始まった。その後は国債発行や税揚げなどの財政等要因から同残高はやや減少し、396兆700億円で越週した。

無担保コールON物加重平均金利は、週初△0.017％から始まったものの、31日は調達を控える先が多く、△0.070％に急低下した。4月に入ると年度末要因が剥落した

ことから地銀・信託・証券等のビッドが増加し、堅調な地合に戻ったため、同金利は△0.022％～△0.017％で推移した。ターム物は4月スタートのショートタームを中心に

△0.01％～0％の出合が散見された。

日銀が1日に発表した3月の全国企業短期観測調査（短観）において、大企業製造業の景況感を示す業況判断指数(DI)は－8となり、2013年3月調査以来7年ぶりにマイ

ナスとなった。

来週の主な予定は、国内では日銀支店長会議・地域経済報告の公表（9日）などがあり、海外ではFOMC議事要旨（8日）、米CPI（10日）の公表などがある。

＜＜＜＜CCCC PPPP＞＞＞＞
今週の入札発行総額は1兆9,000億円弱で、週間償還額（1,800億円）を大幅に上回った。発行市場は、期末明けの発行再開と新型コロナウイルス対策のための予防的

な資金調達が重なり、活況となった。発行残高は、3月期末は20兆9,268億円に減少したものの、2日時点では22兆4,500億円強と約1兆5,200億円増加した模様。発行増

と投資家の慎重姿勢に伴い、発行案件によっては減額や発行見送りとなるケースが散見された。発行レートは上昇傾向が顕著となり、大型発行案件や長めのターム案

件では大幅なレート上昇が確認された。

来週の週間償還額は、約2,300億円となっている。発行市場は、今週同様、発行再開と新型コロナウイルス対策のための資金調達の動きから、発行超が予想され活況

となるだろう。発行レートは、引き続き上昇地合いで上限を切り上げる動きを予想する。レート水準はかなり切り上がっており、発行を見送る企業も多くなると思われる。

＜＜＜＜レポレポレポレポ＞＞＞＞
今週の足許GC取引は、年度末初物から始まり、△1.00％～△0.50％近辺の出合い。4月1日スタート以降は、概ね△0.20％～△0.10％のレンジで取引が行われた。

SC取引は2年405～411回債、5年137～142回債、10年334～357回債、20年164～171回債、30年59～65回債、40年9～12回債などに引合いが多く見られた。

＜＜＜＜TDBTDBTDBTDB＞＞＞＞
4月3日入札の3M898回債(7/6償還)の入札結果は、最高落札利回り△0.1022％(前回債△0.1022％)、平均落札利回り△0.1218％（同△0.1884％）となり、入札後は△0.14％～△0.15％のレンジで取引された。そのほかセカ
ンダリーでは、3M897回債(6/29償還)は△0.20％～△.22％、同881回債(4/13償還)は△0.07％、6M893回債(9/10償還)は△0.16％～△0.20％のレンジで出合いが見られた。


